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1.　目　的

現 行の家庭科教育 は家庭生 活の技能性を強調するあま

り家庭生活 の本質的 な機 能が部 分的 になる現実の中で家

庭科 自体 の本質的な意味 と教育構造 とのからみあい の中

で他教科 との比重において内容 の再検討 が必然的 にお き

てき た。従 って今 日的視点 から考 えてみるとこ の時代 に

おけ る『家庭生活』 の機能 に対す る社会的要求お よび永

遠 に変 わらない人間生活 におけ る本質性 をどのような機

構並び に内容 によってそ の接点を発見し調 和させ新 たな

創造性 の母胎 となる『家庭 』の樹 立を教科領域 の中で樹

立し なけれ ばならない と思う。

2.　方　法

過 日６月7  i3家庭科教育 学会 におい て発表し た。

吋)『家族関係 におけ る児 童からみた父母 の診断』 を中

心 とし た家族 関係 の特 に親子関係 にお ける診断 を国 立教

育研究所 の指導 を得 てまとめて みた。㈲更に現行 の指 導

内容 の再検討 とし て指導 要領への批判 ㈲ 前者 と 後者 に



よる調整 とそ の方法論（内容 の再構成）

3.　成　果

現行 の家庭科教育 の大 きな問題 点とし て下記 のこ とが

考察 され る。一般的 に作法主義的 な現象的指導性 が強い

ため構造性 に欠き更 に現実的 な課題性 に欠 くこ とが教育

構造におい て底浅い もの として考えられ る。更 に今 日の

物的 環境の重視に対 し調査 の結果はむしろ心的要素 の必

要性 と重要性が確認し たこ とは教育環境 への手がか りと

なった。


	D04-1
	D04-2

